
板塀及びコンクリー塀、土塀 

  板塀は表門西側の袖壁に続くもので、南側の旧道に沿って建てられている。

コンクリート製の土台上に、縦長の板を張ったもので総高は 2.2mで棟に瓦を乗

せその延長は 12.9mを測る。 

  コンクリー塀はこの板壁に続くもので、南西角から北に折れ曲がり、西側を

通る旧道に接しており、その延長は 30.25mを測る。全面コンクリート製の塀で

高さは 2.32mである。モルタル塗りで、1.52mから 1.76m間隔に、幅 16cmの

モルタル塗りの補強柱によって四角に区画され、その内側は敲（たた）かれたよ

うに荒く仕上られ、淡い紫色となっている。 

  土塀は表門西側から玄関西側に設けられたもので、通路と内庭とを区画す

る。高さは 1.96m で、下半部は板張りであるが、上半部は鼠漆喰塗りで、棟に

は瓦を乗せる。4尺毎に柱が建ち、ひとつおきに窓が開けられている。玄関脇に

は片引戸を設け内庭に通ずる。 
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コンクリー塀と板塀（南西角から北に折れ曲がる） 
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